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誤差を確認するため、実航路における FOC推定値と FOC 実測値との比較検証を行った。求められた





















 学術論文は 2 編が第一著者として公表済み （高橋淑子・庄司るり・松浦邦明・加納敏幸、日本
航海学会論文集、第 132号、pp. 121-127、2015.）（Yoshiko Takahashi, Ruri Shoji, Kuniaki Matsuura 
and Mitsuru Kobayashi、ASIA NAVIGATION CONFERENCE（ANC）2015.）であることを確認した。 
 また、上記の内 1編は、英語による講演及び執筆であることから、英語の学力については問題な
いと判断した。 
合同セミナーについて、既定の学習時間および出席回数を満たしていることを確認した。 
 大学院海洋科学技術研究科が指定した研究者倫理教育を修了していることを確認した。 
 
 以上から、申請者について博士論文審査、学力の確認ともに合格と判定した。 
 
